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データ民主化に向けた課題

ガバナンス

指標を算出する際のデータの取得元、計

算手法、条件などが人によって

バラバラであるため、同じ指標でも

値が異なったりすることから定義の

確認や数字のずれなどによる

コミュニケーション コストが

増加したり、判断を誤ってしまう

公開範囲の設定

社内外に蓄積されたデータを十分に

活用することでビジネスのあらゆる

ところでその価値を得たいと

考えるが、セキュリティーの問題から

限定的なデータの開示に留まるため、

データ活用の価値も限定的にしか

得ることができず、取り組みが

持続されない

人材・スキル不足

データ分析をする前提としてデータの所

在やデータ定義への理解、取り出すため

の技術が必要になるため、データ活用を

始められるまでの

リードタイムが長くなり、

ひいてはデータ活用自体がされない



データ民主化を実現する方法

共通言語化

取得元や計算方法も含め社内の指標

定義を統一化し共有していくことで

関係者間の認識の相違などを排除し、コ

ミュニケーション コストを

削減し、”人によって異なる” 状況が

なくなることでデータを社内の

共通言語化する

柔軟かつ適切な公開範囲

機密度や必要な情報レベルに合わせた

セキュアなデータ利用環境提供し

幅広いデータをタイムリーに

利用できることで、データから

得る価値を最大化

分析ナレッジの資産化

利用できるデータに

どのようなものがあるか、

それがどのような意味を持つのかを

1 箇所にまとめ確認できることで

調べ、見つけ、使う、という流れを

スムーズに実現し、データを身近に



共通の指標 | 権限の管理 | Git でのバージョンの管理 | セキュリティ | イン データベース | Cloud

メールでレポート配信

動的なアラート発報

可視化・分析を行う
データ アナリティクスツール

データを
アクションに繋げる

自社アプリに組み込んで活用
データの収益化

SQL 結果

より強力なデータ活用

BI だけでなく、
データ活用が広がる機能

堅牢なプラットフォーム

データと指標を
統合する

企業が持つ様々なデータ

機械学習/ AI のワークフローに
データを送信

他社向けサービスに埋め込み BI として活用

SFA など他の SaaS ツール画面への表示

iFrame で自社ポータルサイトなどへ配置

API 連携による柔軟な開発

SQL が
実行可能な
データベース



データ民主化を支援する 
LookML とは？
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LookML で実現する

定義の一元管理

● SQL を抽象化し Looker に

情報を提供

● データベースとユーザーの間にモ

デル レイヤーを作成

● Git による構成管理で定義の

氾濫を排除



再利用可能な定義情報

● View ファイル

Looker で取り扱う論理的なテー

ブル定義

● Model ファイル

テーブル間の結合ロジック

● Project

ファイルを管理する単位 

アクセス

ユーザー

商品

受注

ViewModel

Explore :
売上分析

Explore :
顧客行動分析

Project



Project

再利用可能な定義情報
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アクセス
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Project
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● View ファイル
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テーブル間の結合ロジック

● Project
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再利用可能な定義情報

● View ファイル

Looker で取り扱う論理的なテー

ブル定義

● Model ファイル

テーブル間の結合ロジック

● Project

ファイルを管理する単位 

アクセス

ユーザー

商品

受注

ViewModel

Explore :
売上分析

Explore :
顧客行動分析

Project

Git 
Repository



LookML 編集デモ



Looker で実現する柔軟かつ容易なアクセス制御

行レベル フィルター

ユーザーの所属部署やエリアなどに

合わせて、フィルターを操作する

ことなく、いつでも自分に関係して

いるデータだけが表示されることで、

データを探す手間と管理側でマートを分

割する手間を削減

列レベルのアクセス権限

職位や職責に合わせて機密度の

異なるデータへのアクセス権を

正しく設定することで、

公開できるデータの種類を増やし、デー

タ利活用の幅を拡大

属性に合わせた取得元の変更

アクセス可能なユーザーが異なる

同一フォーマットのデータも

属性状況に合わせて取得元を動的に

変更できることにより運用工数を

削減し、データの外部公開を実現



属性に合わせた公開範囲変更のデモ



パラメーターを利用した接続データの動的な出しわけ

顧客A向け
データマート

companyA.data_mart

顧客B向け
データマート

companyB.data_mart

顧客C向け
データマート

companyC.data_mart

sql_table_name: 
{% _user_attributes['company'] %}.data_mart

顧客Aユーザー

顧客Bユーザー

顧客Cユーザー

アクセスユーザーに合わせて取得元を変更したいような場合でも単一ダッシュボード、単一コネクションで対応



データ ディクショナリー

ユーザーが利用可能なデータ項目に

どんなものがあるのか、データの種類は？ど

んな定義で集計されているのか？などを辞書

形式に簡単に検索、確認が可能



LookML ダイアグラム

SQL やテーブル構造に詳しい

ユーザー向けにテーブル同士の

関係性や値の分布状況などを表示し、

データセットの構造を提供



ツールだけでなくナレッジも見える形で提供し、”
データ文化を醸成”



効率的なデータサイエンス
ワークフロー 
Looker + BigQuery
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従来のデータサイエンスワークフロー



Looker と Google BigQuery ML を組み合わせた

ワークフロー



BigQuery ML



LookML + BigQuery ML



モデルパフォーマンス



Looker で実現する

データ民主化

● データ定義を一元管理、

統一し ”共通言語化” することで

”データ分析を均質化”

● 適切な公開範囲を設定し

あらゆるデータを開示することで、デー

タから得る ”価値を最大化”

● データ利用を身近にすることで

”データの民主化を実現”



Thank you.


